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こ
の

度
会
長

に
就
任

し
ま
し

た
中
島

五
月
で
ご
ざ
い
ま
す
。
生
徒
数

一
千
人
、
卒
業
生
三
万
人
余
と

い
う
県
下
一
大
き
な
同
窓
会
の

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
責
任
の
重

さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
会
員

の
皆
様
の
お
力
添
え
を
頂
き
、

一
日
も
早
く
支
部
統
合
が
な
さ

れ
て
、
活
動
が
軌
道
に
乗
り
ま

す
事
を
嘱
望
し
て
お
り
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

長
姫
高
等
学
校
が
開
校
し
て
か

ら
半
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
遅
霜
の
被
害
や

記
録
的
な
猛
暑
が
続
き
、
国
内

外
共
に
不
安
定
な
状
況
の
中
に

あ
り
ま
し
て
、
国
会
も
よ
う
や

く
ね
じ
れ
状
態
か
ら
脱
却
し
て

早
急
な
経
済
の
建
て
直
し
が
待

た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

生
徒
の
活
動
も
徐
々
に
統
合

の
成
果
が
現
れ
て
参
り
ま
し

て
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
文
化
祭

（
桜
姫
祭
）
や
、
エ
コ
カ
ー
の

全
国
制
覇
、
野
球
部
の
夏
の
活

躍
、
商
業
研
究
部
、
女
子
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
（
定
）、剣
道
部
（
定
）

等
、
全
国
大
会
出
場
ク
ラ
ブ
が

数
多
く
出
て
き
て
お
り
、
会
報

が
届
く
頃
に
は
嬉
し
い
便
り
も

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
の
拠
点
校
と
し

て
、
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
高

校
を
目
指
し
て
、「
統
合
し
て

良
か
っ
た
」
と
云
え
る
教
育
環

境
が
整
う
よ
う
、
同
窓
会
と
し

て
も
で
き
る
限
り
の
支
援
を
続

け
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

両
校
の
支
部
役
員
、
代
表
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
努
力
は
心
強

い
限
り
で
あ
り
ま
す
が
、
何
よ

り
も
会
員
の
皆
様
が
「
中
庸
」

を
胸
に
親
睦
を
深
め
て
頂
き
、

力
強
い
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜

り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

し
て
、
同
窓
会
が
出
発
し
ま
し

た
が
、
両
校
で
約
三
万
人
に
及

ぶ
同
窓
生
は
、
本
校
に
と
り
ま

し
て
何
よ
り
も
力
強
い
支
え
で

あ
り
、
心
強
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

両
校
は
こ
れ
ま
で
幾
多
の
変

遷
を
経
な
が
ら
現
在
に
至
り
ま

し
た
。
形
を
変
え
て
進
化
し
、

乗
り
越
え
て
行
か
れ
た
同
窓
生

の
皆
様
の
気
概
を
大
切
に
し
、

形
を
変
え
て
も
皆
様
に
と
っ
て

「
心
の
ふ
る
さ
と
」
と
成
る
べ

く
、
学
校
づ
く
り
に
誠
心
誠
意

努
力
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

同
窓
会
員
の
皆
様
の
益
々
の

ご
健
勝
と
本
会
の
益
々
の
ご
発

展
を
祈
念
し
、
ま
た
、
開
校
か

ら
こ
れ
ま
で
の
数
々
の
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
、
更
に
こ
れ

か
ら
も
新
校
に
対
し
て
引
き
続

き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

同
窓

会
の
皆

様
に
は
、

こ
れ
ま

で
母
校

の
教
育
の
振
興
と
在
校
生
の
激

励
の
た
め
、
特
段
の
ご
支
援
を

賜
り
、
あ
り
が
た
く
篤
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
学
校
が
統
合
す
る
こ

と
に
伴
い
、
同
窓
会
も
統
合
す

る
と
い
う
英
断
を
下
さ
れ
ま
し

た
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
敬
意

を
表
し
ま
す
。
同
窓
会
に
対
し

ま
し
て
は
、
在
校
生
の
精
神
的

依
存
度
が
大
き
く
、
無
言
の
感

化
を
受
け
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

卒
業
生
の
社
会
的
活
躍
は
勿
論

の
こ
と
、
同
窓
生
相
互
の
親
睦

を
図
り
な
が
ら
、
後
輩
が
学
ぶ

母
校
の
支
援
体
制
づ
く
り
に
ご

尽
力
下
さ
る
こ
と
は
、
教
職
員

一
同
の
心
か
ら
の
願
い
で
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
培
っ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
歴
史
や
、
大
切
に
し

て
こ
ら
れ
ま
し
た
伝
統
を
継
承

「
会
報
」
発
刊
に
あ
た
り

「
会
報
」
発
刊
に
あ
た
り

飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
等
学
校
　
同
窓
会
長

飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
等
学
校
　
同
窓
会
長

中
　
島
　
五
　
月

中
　
島
　
五
　
月

新
同
窓
会
設
立
に
あ
た
っ
て

新
同
窓
会
設
立
に
あ
た
っ
て

飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
等
学
校
　
学
校
長

飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
等
学
校
　
学
校
長

柴
　
田
　
修
　
身

柴
　
田
　
修
　
身
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拠
点
校
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と

教
育
内
容
を
求
め
て
、
県
教
委

を
は
じ
め
関
係
団
体
に
対
し
積

Ｅ
長
姫
高
等
学
校
同
窓
会
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
設
立

式
典
と
総
会
、
祝
賀
会
が
六
月

　

生
徒

の
み
な

さ
ん
、

こ
ん
に

ち
は
。

　

早
い
も
の
で
二
校
統
合
か
ら

五
〜
六
か
月
が
す
ぎ
、
い
ろ
い

ろ
と
な
れ
な
い
事
も
多
い
と
思

い
ま
す
。

　

入
学
式
、
文
化
祭
、
夏
休
み

等
、
一
所
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い

る
姿
や
悩
ま
し
い
問
題
に
ぶ
つ

か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
助

言
な
ど
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
が
、
と
り
あ
え
ず
一
年
間
の

行
事
が
全
て
終
え
た
時
点
で
来

年
に
向
か
っ
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

定
時
制
教
育
振
興
会
は
生

徒
の
み
な
さ
ん
に
学
校
、
仕

事
、
そ
の
他
諸
々
の
事
を
通
じ
、

い
っ
し
ょ
に
考
え
、
進
む
役
割

を
担
っ
て
い
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
遠
慮
な
く
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

最
後
に
楽
し
い
思
い
出
を
一

つ
。

　

四
十
年
前
に
な
り
ま
す
が
、

作
曲
家
の
「
い
ず
み
た
く
」
さ

ん
か
ら
飯
田
工
業
高
校
の
定
時

制
に
直
筆
の
手
紙
と
譜
面
が
送

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
み
ん
な
喜

び
ま
し
た
。
音
楽
部
で
演
奏
し
、

そ
し
て
そ
れ
が
定
時
制
の
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
、

　
　
　
　
　
　

夜
の
星
を
」

　

本
年
四
月
の
飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

長
姫
高
等
学
校
の
開
校
に
伴
い
、

新
た
に
同
窓
会
も
飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ

　

両
校
の
統
合
案
が
示
さ
れ
て

以
来
、
約
八
年
間
、
両
校
同
窓

会
は
、
新
し
い
も
の
づ
く
り
の

同
窓
会
統
合
に
つ
い
て

同
窓
会
統
合
に
つ
い
て

同
窓
会 

副
会
長

同
窓
会 

副
会
長

吉

　澤

　章

　夫

吉

　澤

　章

　夫

明
日
を
夢
み
て

明
日
を
夢
み
て

定
時
制
教
育
振
興
会 

会
長

定
時
制
教
育
振
興
会 

会
長

伊
　
澤
　
和
　
明

伊
　
澤
　
和
　
明

同
窓
会
設
立
式
典

開
催
さ
れ
る

同
窓
会
設
立
式
典

開
催
さ
れ
る

同
窓
会
設
立
式
典

開
催
さ
れ
る

同
窓
会
設
立
式
典

開
催
さ
れ
る

同
窓
会 

事
務
局
長

同
窓
会 

事
務
局
長

吉

　川

　文

　人

吉

　川

　文

　人

極
的
な
働
き
掛
け
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
こ
の
間
、
再
編
の
凍

結
や
、
そ
の
後
の
方
針
転
換
等

で
先
の
見
え
な
い
時
期
が
あ
り

ま
し
た
が
、
常
に
連
携
を
取

り
、
県
下
初
の
総
合
技
術
高
校

が
魅
力
あ
ふ
れ
る
高
校
に
な
る

よ
う
統
一
行
動
を
と
る
中
で
、

双
方
の
信
頼
関
係
が
さ
ら
に
深

ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
同
窓
会
の

合
意
が
形
成
さ
れ
、
統
合
が
決

定
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
校

名
決
定
に
つ
い
て
は
、
双
方
の

主
張
が
激
し
く
対
立
し
結
論
に

至
ら
ず
、
第
三
者
委
員
会
に
白

紙
委
任
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
外
は
目
的
を
共
有
し
て
お

り
、
比
較
的
順
調
に
話
し
合
い

が
進
ん
だ
も
の
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
支
部
統
合
等
の
課
題

が
あ
り
、
平
坦
な
道
の
り
ば
か

り
で
は
無
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
十
年
、
二
十
年
後
に
統
合

し
て
良
か
っ
た
と
の
評
価
さ
れ

る
様
、
役
員
全
員
が
心
を
一
つ

に
し
て
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

同窓会長 中島五月氏　挨拶
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一
日
（
土
）
午
後
四
時
よ
り
シ

ル
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

来
賓
に
は
、
母
校
の
柴
田
校

長
先
生
、
山
口
教
頭
、
山
岸
教

頭
、
松
村
事
務
長
、
同
窓
会
担

当
の
岩
本
先
生
を
は
じ
め
、
旧

飯
田
長
姫
高
校
の
元
会
長
、
三

ツ
井
慶
一
氏
、
平
澤
章
氏
、
旧

飯
田
工
業
高
校
の
元
会
長
、

佐
々
木
重

光
氏
、
宮

島
俊
太
郎

氏
、
萩
元

哲
男
関
東

地
区
同
窓

会
長
、
小

平
弘
東
海

地
区
同
窓

会
長
、
濱

島
肇
東
海

地
区
代
表
、

小
林
保
伸

関
西
地
区

同
窓
会
副

会
長
を
お

迎
え
し
、

一
二
二
名

の
出
席
に

よ
り
盛
大

に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

最
初
に
林
喜
弘
氏
司
会
に
よ

り
設
立
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
島
五
月
氏
の
式
辞
、
塩
沢
り

ゑ
子
氏
の
経
過
報
告
、
そ
し
て

新
た
に
作
成
さ
れ
た
同
窓
会
旗

の
披
露
と
掲
揚
が
新
校
歌
が
流

れ
る
中
で
行
わ
れ
、
宮
島
俊
太

郎
氏
の
力
強
い
設
立
宣
言
、
そ

し
て
柴
田
校
長
先
生
の
祝
辞
で

式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。
引
き

続
き
定
期
総
会
が
井
坪
隆
理
事

司
会
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

渡
辺
輝
欣
上
郷
支
部
長
、
清
水

勇
龍
江
地
区
代
表
の
二
名
を
議

長
に
選
出
し
議
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
第
一
号
議
案
会
則
の
承

認
、
第
二
号
議
案
役
員
の
選
出
、

新
同
窓
会
の
た
め
新
た
な
会
則

と
新
役
員
の
承
認
が
行
わ
れ
ま

し
た
。（
新
役
員
別
表
）
第
三

号
議
案
事
業
計
画
（
案
）、
第

四
号
議
案
収
支
予
算
（
案
）
と

も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
中
島
五

月
新
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓

の
柴
田
校
長
先
生
の
祝
辞
を
頂

き
総
会
も
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

続
い
て
会
場
を
移
し
新
た
に
佐

藤
健
飯
田
市
副
市
長
、
古
田
芙

士
県
議
、
小
池
清
県
議
、
小
島

康
晴
県
議
、
吉
川
彰
一
県
議
を

お
迎
え
し
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
初
に
母
校
吹
奏
部
員
に
よ

る
校
歌
の
演
奏
及
び
演
奏
会
用

の
三
曲
を
聴
き
ま
し
た
。
校
歌

は
現
代
風
の
曲
で
今
の
生
徒
の

皆
さ
ん
に
は
馴
染
む
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
会
員
相
互
の

親
睦
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

学校長 柴田修身氏　挨拶

同窓会旗の披露

吹奏楽部員による演奏
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長
野
県
飯
田
O
ID
E
長
姫
高
等
学
校
同
窓
会
会
則
（
案
）

（
名

称
お

よ
び

事
務

局
）

第
１

条
　

本
会

は
、

長
野

県
飯

田
O

ID
E

長
姫

高
等

学
校

同
窓

会
（

以
下

「
本

会
」

と
い

う
）

と
称

し
、

事
務

局
を

長
野

県
飯

田
O

ID
E

長
姫

高
等

学
校

（
以

下
「

母
校

」
と

い
う

）
内

に
置

く
。

（
目

　
的

）
第

２
条

　
本

会
は

、
会

員
相

互
の

連
絡

お
よ

び
親

睦
を

は
か

り
、

母
校

の
隆

昌
を

期
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

（
事

　
業

）
第

３
条

　
本

会
は

、
前

条
の

目
的

を
達

成
す

る
た

め
に

、
次

の
事

業
を

行
う

。
 

 
⑴

　
母

校
生

徒
等

へ
の

支
援

 
 

⑵
　

講
演

会
・

研
究

会
の

開
催

 
 

⑶
　

名
簿

お
よ

び
会

報
の

発
行

 
 

⑷
　

そ
の

他
適

切
な

る
事

業

（
会

　
員

）
第

４
条

　
本

会
の

会
員

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。
 

 
⑴

　
正

会
員

　
飯

田
O

ID
E

長
姫

高
等

学
校

卒
業

生
 

 
　

　
　

　
　

　
　

旧
飯

田
長

姫
高

等
学

校
同

窓
会

員
 

 
　

　
　

　
　

　
　

旧
飯

田
工

業
高

等
学

校
同

窓
会

員
 

 
⑵

　
準

会
員

　
在

校
生

 
 

⑶
　

特
別

会
員

　
母

校
に

在
職

す
る

教
職

員

（
支

　
部

）
第

５
条

　
本

会
は

、
一

定
の

職
域

ま
た

は
地

域
に

在
住

す
る

会
員

に
よ

り
、

任
意

に
支

部
を

置
く

こ
と

が
で

き
る

。
 

２
　

支
部

に
は

支
部

長
を

置
き

、
本

会
の

理
事

と
す

る
。

（
役

　
員

）
第

６
条

　
本

会
に

次
の

役
員

を
置

き
、

任
期

は
２

ヶ
年

と
す

る
。

但
し

再
選

を
妨

げ
な

い
。

 
 

⑴
　

会
　

　
長

　
　

１
名

 
 

⑵
　

副
会

長
　

若
干

名
 

 
⑶

　
事

務
局

長
　

　
１

名
 

 
⑷

　
理

　
　

事
　

若
干

名
 

 
⑸

　
監

　
　

事
　

　
２

名
 

２
　

選
出

基
準

に
つ

い
て

は
、

別
に

定
め

る
。

（
顧

問
お

よ
び

相
談

役
）

第
７

条
　

本
会

に
、

顧
問

お
よ

び
相

談
役

を
置

く
こ

と
が

で
き

る
。

 
２

　
顧

問
は

、
学

校
長

お
よ

び
本

会
に

功
労

の
あ

っ
た

者
を

理
事

会
の

推
薦

に
よ

り
、

会
長

が
推

戴
す

る
。

 
 

尚
、

必
要

に
応

じ
常

任
顧

問
を

置
く

こ
と

が
で

き
る

。

第
１
号
議
案

─
 3 ─

 
３

　
相

談
役

は
、

本
会

に
功

労
が

あ
っ

た
会

員
の

中
か

ら
理

事
会

の
推

薦
に

よ
り

、
会

長
が

推
戴

す
る

。
 

４
　

選
出

基
準

に
つ

い
て

は
、

別
に

定
め

る
。

（
役

員
の

任
務

）
第

８
条

　
役

員
の

任
務

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。
 

 
⑴

　
会

長
は

、
本

会
を

代
表

し
会

務
を

統
括

す
る

。
 

 
⑵

　
副

会
長

は
、

会
長

を
補

佐
し

会
長

事
故

あ
る

と
き

は
会

長
の

職
務

を
代

行
す

る
と

と
も

に
、

委
員

会
を

担
当

す
る

。
 

 
⑶

　
事

務
局

長
は

、
事

務
局

職
員

を
指

揮
し

会
務

を
処

理
す

る
。

 
 

⑷
　

正
副

会
長

な
ら

び
に

事
務

局
長

は
、

執
行

役
員

と
な

る
。

 
 

⑸
　

理
事

は
、

理
事

会
の

構
成

員
と

な
り

、
事

業
お

よ
び

予
算

の
立

案
な

ら
び

に
本

会
の

重
要

事
項

に
つ

い
て

協
議

す
る

と
と

も
に

、
委

員
会

の
構

成
員

と
な

り
会

の
円

滑
な

運
営

に
あ

た
る

。
 

 
⑹

　
監

事
は

、
本

会
の

会
務

お
よ

び
会

計
を

監
査

す
る

。

（
役

員
の

選
出

）
第

９
条

　
本

会
の

役
員

は
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
選

出
す

る
。

 
 

⑴
　

会
長

、
副

会
長

、
事

務
局

長
お

よ
び

監
事

は
、

総
会

に
お

い
て

会
員

の
中

か
ら

選
出

す
る

。
 

 
⑵

　
理

事
は

、
支

部
長

お
よ

び
支

部
か

ら
の

推
薦

者
と

執
行

役
委

員
会

の
推

薦
す

る
者

を
も

っ
て

こ
れ

に
充

て
る

。

（
事

務
局

）
第

10
条

　
本

会
に

事
務

局
を

置
き

、
必

要
に

よ
り

事
務

局
職

員
を

置
く

こ
と

が
で

き
る

。
 

２
　

事
務

局
職

員
は

、
事

務
局

長
の

命
を

受
け

て
会

務
を

処
理

す
る

。

（
会

　
議

）
第

11
条

　
本

会
の

会
議

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。
 

 
⑴

　
総

　
会

（
定

期
・

臨
時

総
会

）
 

 
⑵

　
理

事
会

 
 

⑶
　

執
行

役
員

会
 

 
⑷

　
支

部
長

会
 

 
⑸

　
委

員
会

（
総

務
、

財
務

、
支

部
対

策
、

名
簿

、
会

報
、

女
性

部
）

 
２

　
必

要
に

応
じ

て
特

別
委

員
会

を
設

置
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
会

議
の

運
営

・
任

務
）

第
12

条
　

総
会

は
、

本
会

の
最

高
議

決
機

関
と

し
、

定
期

総
会

は
毎

年
６

月
第

１
土

曜
日

に
開

催
し

、
会

長
が

こ
れ

を
招

集
す

る
。

 
２

　
総

会
に

議
長

を
置

き
、

そ
の

都
度

会
員

の
互

選
に

よ
り

決
定

す
る

。
 

３
　

総
会

の
議

事
は

、
出

席
会

員
の

過
半

数
で

決
し

、
可

否
同

数
の

と
き

は
議

長
の

決
す

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 
４

　
臨

時
総

会
は

、
必

要
に

応
じ

会
長

が
招

集
す

る
。

第
13

条
　

理
事

会
は

、
会

長
・

副
会

長
・

事
務

局
長

並
び

に
理

事
で

構
成

し
、

本
会

の
総

会
に

次
ぐ

議
決

機
関

と
し

て
、

執
行

役
員

会
の

求
め

に
応

じ
事

業
お

よ
び

予
算

の
立

案
な

ら
び

に
重

要
事

項
の

審
議

を
行

う
。
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２

　
会

議
の

招
集

は
会

長
が

行
い

、
議

長
を

務
め

る
。

第
14

条
　

執
行

役
員

会
は

、
会

長
・

副
会

長
・

常
任

顧
問

並
び

に
事

務
局

長
で

構
成

し
、

本
会

の
執

行
機

関
と

し
て

総
会

に
お

い
て

決
議

さ
れ

た
事

項
の

執
行

に
あ

た
る

。
 

２
　

会
議

の
招

集
は

会
長

が
行

い
、

議
長

を
務

め
る

。
第

15
条

　
支

部
長

会
は

、
執

行
役

員
並

び
に

各
支

部
長

を
も

っ
て

構
成

し
、

執
行

役
員

の
求

め
に

応
じ

会
の

執
行

に
関

す
る

事
項

を
協

議
し

遂
行

す
る

。
 

２
　

会
議

の
招

集
は

会
長

が
行

い
、

議
長

を
務

め
る

。
第

16
条

　
委

員
会

は
、

執
行

役
員

・
理

事
で

構
成

し
、

本
会

の
運

営
を

円
滑

に
処

理
す

る
た

め
、

事
業

の
分

担
に

基
づ

き
そ

の
遂

行
に

あ
た

る
。

 
２

　
委

員
会

に
委

員
長

を
置

き
、

議
長

を
務

め
る

。
 

３
　

委
員

長
は

、
執

行
役

員
会

の
中

か
ら

会
長

が
指

名
す

る
。

 
４

　
委

員
会

に
、

副
委

員
長

を
置

く
こ

と
が

で
き

る
。

 
５

　
副

委
員

長
は

、
委

員
の

互
選

に
よ

り
選

出
す

る
。

（
経

　
費

）
第

17
条

　
本

会
の

経
費

は
、

入
会

金
、

会
費

、
寄

付
金

、
そ

の
他

の
収

入
を

も
っ

て
こ

れ
に

充
て

る
。

 
２

　
会

計
は

、
一

般
会

計
と

特
別

会
計

に
区

分
す

る
。

 
３

　
会

計
細

則
は

、
別

に
定

め
る

。

（
会

　
費

）
第

18
条

　
入

会
金

、
会

費
は

、
以

下
の

金
額

と
す

る
。

 
２

　
入

会
金

は
、

3,000
円

と
し

入
学

時
に

納
入

す
る

。
 

３
　

会
費

は
、

年
1,000

円
と

し
年

度
ご

と
に

納
入

す
る

。
第

19
条

　
会

費
の

納
入

は
、

支
部

に
加

入
し

て
い

る
者

は
支

部
に

、
他

の
者

は
振

り
込

み
に

よ
り

納
入

す
る

も
の

と
す

る
。

（
会

計
年

度
）

第
20

条
　

本
会

の
会

計
年

度
は

、
毎

年
４

月
１

日
に

始
ま

り
、

翌
年

３
月

31
日

を
も

っ
て

終
わ

る
。

（
変

　
更

）
第

21
条

　
こ

の
会

則
を

変
更

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
、

総
会

の
承

認
を

得
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

（
細

　
則

）
第

22
条

　
こ

の
会

則
の

執
行

に
つ

い
て

の
細

則
は

、
理

事
会

に
お

い
て

定
め

る
。

【
　

付
　

　
則

　
】

 
１

　
本

会
則

は
、

平
成

25
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。

─
 5 ─

第
２
号
議
案

平
成
25
年
度

長
野
県
飯
田
O
ID
E
長
姫
高
等
学
校
同
窓
会
役
員
（
案
）

役
職
名

氏
　
　
名

役
職
名

氏
　
　
名

常
任

顧
問

三
ツ

井
　

慶
　

一
副

会
長

副
会

長

長
谷

部
　

徳
　

治

〃
平

　
澤

　
　

　
章

〃
（

定
時

制
教

育
振

興
会

 会
長

）
伊

　
澤

　
和

　
明

〃
佐

々
木

　
重

　
光

林
　

　
　

和
　

子

〃
宮

　
島

　
俊

太
郎

〃
今

　
井

　
正

　
治

会
　

　
長

中
　

島
　

五
　

月
〃

林
　

　
　

喜
　

弘

副
会

長
吉

　
澤

　
章

　
夫

監
　

　
事

林
　

　
日

出
登

〃
高

　
橋

　
元

　
司

〃
松

　
下

　
清

　
二

〃
久

保
田

　
和

　
平

事
務

局
長

吉
　

川
　

文
　

人
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平
成
25
年
度
　
事
業
計
画
（
案
）

 
１

．
 

平
成

25
年

度
総

会
及

び
、

同
窓

会
設

立
式

典
、

祝
賀

会
の

開
催

日
　

時
　

　
平

成
25

年
６

月
１

日
㈯

　
午

後
４

時
　

式
典

開
式

会
　

場
　

　
シ

ル
ク

ホ
テ

ル
　

飯
田

市
錦

町
１
–10

内
　

容
　

　
同

窓
会

設
立

式
典

・
定

期
総

会
・

設
立

祝
賀

会

 ２
．

 
学

校
支

援
事

業

 ３
．

 
会

報
第

１
号

の
発

刊

 ４
．

 
支

部
組

織
の

拡
大

・
充

実
の

支
援

 ５
．

 
会

員
増

強
に

関
す

る
事

業

 ６
．

 
執

行
役

員
会

の
開

催
及

び
正

副
会

長
会

の
開

催

 ７
．

 
理

事
会

、
支

部
長

会
の

開
催

 ８
．

 
各

委
員

会
及

び
、

各
種

会
議

の
開

催

 ９
．

 
会

員
名

簿
作

成
・

管
理

 10．
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
立

ち
上

げ
と

更
新

、
管

理

 11．
 

会
の

目
的

推
進

に
寄

与
す

る
事

業
へ

の
補

助

 12．
 

飯
伊

地
区

高
校

同
窓

会
と

の
連

携

 13．
 

母
校

と
の

連
携

 14．
 

そ
の

他
執

行
役

員
会

で
必

要
と

し
た

事
業

第
３
号
議
案

─
 7 ─

平
成
25
年
度
　
飯
田
O
ID
E
長
姫
高
等
学
校
同
窓
会

収
支
予
算
（
案
）

自
　

平
成

25
年

４
月

１
日

至
　

平
成

26
年

３
月

31
日

 
収

入
予

算
額

 
27,930,899

円
 

支
出

予
算

額
 

27,930,899
円

 
差

引
残

額
 

0
円

収
入
の
部
	

単
位
：
円

科
　
　
　
　
目

予
　
算
　
額

備
　
　
　
　
　
　
　
考

１
　

入
会

金
927,000

新
入

生
309

人
×

3,000
円

２
　

維
持

費
8,148,000

　
　

⑴
　一

般
納

入
金

6,200,000
振

込
・

集
金

　
　

⑵
　卒

業
時

納
入

金
1,948,000

卒
業

生
151

人
×

8,000
円

　
　

　
148

人
×

5,000
円

３
　

雑
収

入
810,000

総
会

、
新

年
理

事
会

費

４
　

繰
入

金
18,045,899

寄
付

金
よ

り

合
　

　
　

　
計

27,930,899

第
４
号
議
案
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支
出
の
部
	

単
位
：
円

科
　
　
　
　
目

予
　
算
　
額

備
　
　
　
　
　
　
　
考

１
　

運
営

費
5,175,000

　
　

⑴
　総

会
費

1,000,000
資

料
、

広
告

、
祝

賀
会

、
お

礼

　
　

⑵
　会

議
費

600,000
役

員
会

、
理

事
会

、
支

部
長

会
、

委
員

会

　
　

⑶
　旅

　
費

150,000
出

張
旅

費

　
　

⑷
　需

要
役

務
費

1,800,000
コ

ピ
ー

機
、

点
検

費
、

水
道

光
熱

費
、

通
信

費
ほ

か

　
　

⑸
　慶

弔
費

350,000
支

部
総

会
祝

儀

　
　

⑹
　人

件
費

1,275,000

２
　

事
業

費
4,936,000

　
　

⑴
　学

校
支

援
事

業
310,000

　
　

　
＊

会
員

歓
迎

費
310,000

卒
業

証
書

ホ
ル

ダ
ー

　
　

　
＊

授
業

支
援

金
0

　
　

　
＊

も
の

づ
く

り
支

援
金

0

　
　

　
＊

ク
ラ

ブ
活

動
助

成
金

0

　
　

　
＊

競
技

大
会

褒
賞

金
0

　
　

⑵
　会

報
発

行
費

2,000,000
印

刷
代

、
郵

送
料

、
運

賃

　
　

⑶
　名

簿
管

理
費

128,000

　
　

⑷
　手

数
料

1,500,000
集

金
手

数
料

、
払

込
手

数
料

　
　

⑸
　負

担
金

162,000

　
　

⑹
　支

部
育

成
費

556,000
支

部
設

立
・

奨
励

金

　
　

⑺
　助

成
金

費
120,000

女
性

部
・

ゴ
ル

フ
会

　
　

⑻
　H

P
管

理
費

160,000

３
　

記
念

事
業

費
2,000,000

　
　

⑴
　ユ

ニ
ホ

ー
ム

補
助

1,000,000

　
　

⑵
　開

校
記

念
式

補
助

800,000

　
　

⑶
　設

立
式

等
初

期
費

用
200,000

４
　

積
立

金
10,858,347

５
　

予
備

費
4,961,552

合
　

　
　

　
計

27,930,899

─
 9 ─

寄
付
金
明
細

平
成

25
年

３
月

31
日

現
在

単
位
：
円

番
号

科
　
目

金
　
　
額

摘
　
　
　
　
　
　
　
要

飯田長姫同窓会

１
定

期
預

金
274,276

飯
田

信
用

金
庫

名
古

熊
支

店
N

o.20810

２
〃

265,737
　

　
　

　
　

〃
　

　
　

　
　

N
o.20820

３
〃

4,055,836
　

　
　

　
　

〃
　

　
　

　
　

N
o.20830

４
〃

505,737
　

　
　

　
　

〃
　

　
　

　
　

N
o.20850

５
〃

2,027,044
　

　
　

　
　

〃
　

　
　

　
　

N
o.20860

６
〃

2,000,000
　

　
　

　
　

〃
　

　
　

　
　

N
o.84511

７
〃

1,729,717
八

十
二

銀
行

八
幡

支
店

N
o.40266

定
期

預
金

計
10,858,347

８
普

通
預

金
442,952

飯
田

信
用

金
庫

名
古

熊
支

店
N

o.10627

９
〃

3,908,569
八

十
二

銀
行

飯
田

支
店

N
o.199582

10
〃

588,494
八

十
二

銀
行

飯
田

支
店

N
o.15021

飯田工業同窓会

１
〃

2,247,537
八

十
二

銀
行

飯
田

支
店

N
o.174418

１
の

内
849,000

維
持

会
費

前
納

金
h23　

444,000
　

　
　

〃
　

　
　

h24　
405,000

普
通

預
金

計
7,187,552

合
　

　
　

計
18,045,899

25
年
度
積
立
金

単
位
：
円

番
号

科
　
目

金
　
　
額

摘
　
　
　
　
　
要

１
定

期
預

金
274,276

飯
田

信
用

金
庫

名
古

熊
支

店
N

o.20810

２
〃

265,737
　

　
　

　
　

〃
　

　
　

　
　

N
o.20820

３
〃

4,055,836
　

　
　

　
　

〃
　

　
　

　
　

N
o.20830

４
〃

505,737
　

　
　

　
　

〃
　

　
　

　
　

N
o.20850

５
〃

2,027,044
　

　
　

　
　

〃
　

　
　

　
　

N
o.20860

６
〃

2,000,000
　

　
　

　
　

〃
　

　
　

　
　

N
o.84511

７
〃

1,729,717
八

十
二

銀
行

八
幡

支
店

N
o.40266

合
　

　
　

計
10,858,347
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同
窓
会
統
合
後
、
初
と
な
る
「
第
一

回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
を
六
月
五
日
高
森

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
し
た
。

　

統
合
前
実
施
し
て
い
た
両
校
の
同
窓

会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
統
合
し
た
形
で

あ
っ
た
が
、
組
織
も
一
部
手
直
し
を
し

た
。

　

地
元
の
方
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
県

内
外
か
ら
の
参
加
も
有
り
、
絶
好
の
ゴ

ル
フ
日
和
に
恵
ま
れ
、
約
七
十
人
の
男

女
会
員
が
参
加
し
た
。

　

同
地
区
内
の
組
、
同
じ
ク
ラ
ス
、
同

じ
職
場
、
教
員
も
加
わ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
組
み
合
わ
せ
で
回
り
、
旧
交
を
温
め

な
が
ら
も
、
舌
戦
を
交
え
腕
を
競
い

あ
っ
た
。

　

競
技
終
了
後
の
表
彰
式
と
懇
親
会
で

中
島
同
窓
会
長
は
祝
辞
の
中
で
「
統
合

後
初
の
親
睦
事
業
が
、
和
気
あ
い
あ
い

の
内
に
成
功
り
に
実
施
出
来
た
事
は
、

意
義
深
い
」
と
述
べ
ら
れ
、
今
後
の
各

支
部
毎
の
統
合
の
は
ず
み
に
な
れ
ば
と

の
会
話
も
会
場
内
で
囁
か
れ
て
い
た
。

　

新
ペ
リ
ヤ
方
式
で
優
勝
を
争
っ
た
結

果
、
高
森
町
の
青
山
善
治
さ
ん
が
77
で

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
と
ネ
ッ
ト
69
・
８
で
優

勝
も
獲
得
し
た
。

順位 参加者氏名 ＮＥＴ

1 青 山 善 治 69.8
2 松 枝 　 清 70.8
3 中 塚 功 二 71.2
4 中 垣 啓 成 72.4
5 小 川 光 春 72.6
6 中 島 五 月 72.8
7 中 島 正 明 73
8 木 下 正 人 73.4
9 戸 谷 恭 典 73.4
10 塚 田 忠 利 73.6
11 本 田 武 司 73.6
12 加 藤 静 夫 73.6
13 大 嶋 文 雄 74.2
14 寺 澤 　 仁 74.4
15 後 藤 英 一 74.4
16 小 木 曽　 丹　 二 74.4
17 前 田 　 攻 74.6
18 西 野 俊 彦 74.6
19 細 田 光 彦 74.8
20 古 田 寿 一 74.8

ゴルフ会 会長　加　藤　静　夫ゴルフ会 会長　加　藤　静　夫

《
新
役
員
》

相
談
役　

若
干
名

　
　

平
澤
俊
彦
（
長
姫
）

支
部
長　

１
名

　
　

長
沼
和
宏
（
長
姫
）

副
支
部
長　

若
干
名

　
　

長
沼
孜
磨
雄
（
飯
工
）

　
　

松
枝
義
勇
（
飯
工
）

　
　

松
枝　

清
（
長
姫
）

事
務
局　

１
名

　
　

長
谷
部
徳
治
（
飯
工
）

会　

計　

１
名

　
　

近
藤
文
夫
（
長
姫
）

監　

事　

２
名

　
　

小
倉
昭
治
（
長
姫
）

　
　

小
笠
原
禮
子
（
飯
工
）

理　

事　

若
干
名

　
（
各
区
よ
り
１
名
を
選
出
）

　

上
久
堅
で
は
、
四
月
十
三
日

新
校
同
窓
会
で
第
一
号
の
統
合

同
窓
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

一
月
の
早
い
時
期
か
ら
統
合

に
向
け
て
三
回
の
準
備
会
を
重

ね
、
地
区
内
同
窓
生
一
九
八
名

の
全
員
に
声
を
掛
け
、
当
日
、

十
九
名
の
参
加
を
得
て
発
足
し

ま
し
た
。

　
「
お
前
は
工
業
だ
っ
た
の
か
」

「
お
前
は
長
姫
だ
っ
た
の
か
」

を
和
や
か
に
会
が
進
み
、
今
後

は
、
マ
レ
ッ
ト
大
会
等
で
親
睦

を
深
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

上
久
堅
統
合
支
部
発
足

上
久
堅
統
合
支
部
発
足

先
陣
を
切
っ
て

先
陣
を
切
っ
て

先
陣
を
切
っ
て

先
陣
を
切
っ
て
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生
徒
会
活
動
紹
介

　
　
生
徒
会
顧
問

中
島
万
亀
夫

　
『
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
』と
い
う
テ
ー

マ
の
も
と
、
飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長

姫
高
校
生
徒
会
が
発
足
し
四
か

月
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、

役
員
生
徒
を
中
心
に
、
両
校
の

伝
統
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
新
た

な
学
校
の
生
徒
会
を
つ
く
り
あ

げ
る
た
め
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
学
校
規
模
が
約
二
倍
に
な

り
、
さ
ら
に
全
て
の
行
事
が
第

一
回
と
い
う
こ
と
で
、
見
通
し

の
持
て
な
い
中
で
の
活
動
で
し

た
。
し
か
し
、
我
々
職
員
の
不

安
を
よ
そ
に
、
生
徒
達
は
し
っ

か
り
ま
と
ま
り
、
発
足
式
・
歓

迎
会
・
総
会
・
球
技
大
会
と
着

実
に
成
し
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
大
行
事
で
あ
る
文

化
祭
『
第
一
回
桜
姫
祭
』
に
は
、

学校だより学校だより

　

四
月
か

ら
新
し

く
「
飯
田

Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

長
姫
高
校
」
と
な
り
、
生
徒
会

と
し
て
も
二
十
五
年
度
生
徒
会

テ
ー
マ
を
「
ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
」
と

掲
げ
、
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

　

私
は
、
新
校
の
第
一
期
と

し
て
、
ま
ず
こ
の
学
校
の
土

台
・
基
盤
を
し
っ
か
り
と
作
り

上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
、
今
ま
で
活
動
し
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
活
動
を

通
し
て
飯
田
の
方
々
、
周
辺
の

方
々
に
学
校
の
生
活
や
活
動
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
又
、
新
校
と
し
て
新

た
に
地
域
に
愛
さ
れ
歴
史
を
残

せ
て
い
け
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
。 生

徒
会
の
目
標

　
　
全
日
制
生
徒
会
長

中
本
　
豊

　

統
合
し

て
初
の
文

化
祭
「
桜

姫
祭
」
が

終
わ
り
、
盛
り
上
が
っ
て
い
た

雰
囲
気
も
落
ち
着
い
て
き
ま
し

た
。
三
年
生
は
進
路
に
向
け
、

一
・
二
年
生
は
部
活
の
大
会
や

資
格
の
取
得
に
向
け
緊
張
感
を

持
ち
始
め
た
と
い
う
こ
と
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　
「
桜
姫
祭
」
は
飯
田
工
業
と

飯
田
長
姫
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ

な
が
ら
も
新
し
い
こ
と
に
も
挑

戦
し
た
文
化
祭
で
し
た
。

　

準
備
時
間
が
少
な
い
中
で
、

「
桜
姫
祭
」
を
成
功
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
先
生
方
や

保
護
者
の
方
々
、
同
窓
会
の
皆

さ
ま
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
生
徒
が

充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

定
時
制

生
徒
会
、

会
長
の
蕎

原
夢
と
東

原
文
弥
で

す
。
今
年

度
は
統
合

し
て
一
年

目
で
す
の

で
、
会
長
二
名
で
ス
タ
ー
ト
致

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
生
徒
会
の
目
標

は
、
新
し
い
学
校
の
雰
囲
気
に

な
れ
る
よ
う
に
生
徒
同
士
で
仲

良
く
す
る
。
次
に
皆
で
率
先
し

て
生
徒
会
活
動
に
参
加
し
、
行

事
を
盛
り
上
げ
る
。
そ
し
て
最

後
に
、
来
年
度
へ
向
け
て
ま
す

ま
す
生
徒
会
を
充
実
さ
せ
ら
れ

る
よ
う
な
土
台
を
作
る
、
と
い

う
よ
う
な
事
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
全
校
生
徒
が
よ
り
過
ご
し

生
徒
会
の
目
標

　
　
全
日
制
生
徒
会
長

松
村
一
輝

一
年
目
の
ス
タ
ー
ト

　
　
定
時
制
生
徒
会
長

蕎
原
　
夢

東
原
文
弥

や
す
い
環
境
で
授
業
や
部
活
が

行
え
る
よ
う
に
温
か
く
見
守
っ

て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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が
開
催
さ
れ
、
一
般
、
大
学
、

高
校
な
ど
全
国
か
ら
77
台
が

参
加
し
ま
し
た
。
本
校
か
ら

は
２
台
出
場
し
、
重
量
制
限

35
㎏
以
上
の
ク
ラ
ス
で
は
一

般
を
含
め
た
総
合
で
昨
年
に

続
き
優
勝
、
重
量
制
限
の
な

い
ク
ラ
ス
で
は
高
校
生
部
門

で
優
勝
し
ま
し
た
。

二
千
人
以
上
の
地
域
の
皆
様
に

来
校
し
て
頂
き
、
成
功
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度

の
活
動
が
伝
統
の
第
一
歩
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
の

総
括
を
き
ち
ん
と
行
い
、
来
年

度
に
引
き
継
が
せ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
で
は
、
同
窓
会

よ
り
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
代
の
支
援

を
頂
き
大
変
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
統
合
に
よ
り
部
員
数

が
増
え
活
動
場
所
の
不
足
等
の

問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
活
発
に
活
動
し
成
果
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
の
校
名
が
各

方
面
で
聞
か
れ
る
よ
う
、
日
々

の
練
習
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
北

信
越
大
会
に
進
出
し
た
ク
ラ
ブ

を
紹
介
し
ま
す
。

◦
男
子
バ
レ
ー
部

◦
卓
球
部　

◦
空
手
部

◦
陸
上
部　

◦
柔
道
部

◦
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

◦
水
泳
部　

◦
商
業
研
究
部

　

尚
、
商
業
研
究
部
は
、
ワ
ー

プ
ロ
競
技
と
簿
記
競
技
で
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

戦
　
　
績

◉
全
日
制

◦
北
信
越
大
会
出
場
ク
ラ
ブ

◦
男
子
バ
レ
ー
部

◦
卓
球
部　

◦
空
手
部

◦
陸
上
部　

◦
柔
道
部

◦
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

◦
水
泳
部　

◦
商
業
研
究
部

◦
建
築
研
究
部　

◦
電
気
部

◦
全
国
大
会
出
場
ク
ラ
ブ

◦
商
業
研
究
部

◦
原
動
機
部

★
原
動
機
部
の
全
国
大
会
成
績

「
第
11
回
高
等
学
校
エ
コ

カ
ー
レ
ー
ス
総
合
大
会
」

　

充
電
池
部
門　
　
　

１
位

　

エ
コ
ハ
イ
ク
ラ
ス　

４
位

「
２
０
１
３　

Ｅ
ｎ
ｅ

−

１

Ｇ
Ｐ　

Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ａ　

Ｋ

Ｖ

−

40
チ
ャ
レ
ン
ジ
全
国
大

会
」

　

Ｋ
Ｖ

−

１
ク
ラ
ス

　
　
　
　
　
　

総
合
４
位

　
　
　
　
　
　

高
校
部
門
１
位

　

Ｋ
Ｖ

−

２
ク
ラ
ス

　
　
　
　
　
　

総
合
１
位

　
　
　
　
　
　

高
校
部
門
１
位

◉
定
時
制

◦
北
信
越
大
会
出
場
ク
ラ
ブ

◦
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

◦
全
国
大
会
出
場
ク
ラ
ブ

◦
剣
道
部

◦
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

原
動
機
部
が
鈴
鹿
サ
ー

キ
ッ
ト
開
催
の
全
国
大
会
で

優
勝
し
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
（
日
）、
充
電

式
単
３
電
池
40
本
を
動
力
源

と
す
る
車
両
で
、
サ
ー
キ
ッ

ト
を
３
周
し
て
合
計
タ
イ
ム

を
競
う
「
Ｅ
ｎ
ｅ

−

１
Ｇ
Ｐ

　

Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ａ　

Ｋ
Ｖ

−

40
チ
ャ
レ
ン
ジ
全
国
大
会
」

「Ｅｎｅ-１ＧＰ　ＳＵＺＵＫＡ
　　ＫＶ-40チャレンジ全国大会」
「Ｅｎｅ-１ＧＰ　ＳＵＺＵＫＡ
　　ＫＶ-40チャレンジ全国大会」
「Ｅｎｅ-１ＧＰ　ＳＵＺＵＫＡ
　　ＫＶ-40チャレンジ全国大会」
「Ｅｎｅ-１ＧＰ　ＳＵＺＵＫＡ
　　ＫＶ-40チャレンジ全国大会」

原動機部原動機部

高校生部門で優勝高校生部門で優勝高校生部門で優勝高校生部門で優勝
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第１回第１回
桜 姫 祭桜 姫 祭

（文化祭）（文化祭）

建築科展示

電気自動車

テックレンジャーショー

土木科展示
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一般公開



飯田 O I D E 長姫高等学校同窓会報 第 1号（13）　平成 25 年 9月 17 日

課程・学科・ＨＲ別生徒数
【全日制】

学科 小　学　科
工業科の（　）は１学年

１年 ２年 ３年 合計

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

工業科

機械科（機械工学） 40 1 41 40 0 40 39 1 40 119 2 121
電子機械科（電子機械工学） 37 2 39 39 1 40 36 2 38 112 5 117
電気科（電気電子工学） 40 0 40 37 2 39 39 0 39 116 2 118
土木科（社会基盤工学） 38 1 39 41 0 41 35 4 39 114 5 119
建築科（建築学） 30 5 35 19 13 32 29 7 36 78 25 103

工 業 科 合 計 185 9 194 176 16 192 178 14 192 539 39 578

商業科
商業科１（Ｆ） 7 30 37 8 30 38 11 26 37 26 86 112
商業科２（Ｇ） 6 30 36 8 30 38 11 28 39 25 88 113

商 業 科 合 計 13 60 73 16 60 76 22 54 76 51 174 225
合　　　　　計 198 69 267 192 76 268 200 68 268 590 213 803

【定時制】　

学科 小　学　科
（　）は１学年

１年 ２年 ３年 ４年 合計

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

普通科 12
（2）

23
（3）

35
（5）

10
（1） 8 18

（1） 14 10 24 12 10 22 48 51 99
（6）

工業科 機械科（基礎工学） 13 0 13 13 0 13 24 0 24 9 0 9 59 0 59

合　　　　計 25
（2）

23
（3）

48
（5）

23
（1） 8 31

（1） 38 10 48 21 10 31 107 51 158
（6）

【全校生徒合計】
男 女 計

697
（3）

264
（3）

961
（6）

（　）内休学者

後夜祭・ファイヤーストーム点火
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新
校
開
校
に
あ
た
り

寄
付
金
を
贈
る

　

新
校
開
校
に
あ
た
り
同
窓
会
で
は
、
母
校
に
１
８
０
万
円
の
特

別
寄
付
を
し
ま
し
た
。

　

内
訳
は
、
生
徒
会
の
依
頼
を
受
け
て
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
代
金
の
一

部
と
し
て
１
０
０
万
円
。

　

校
章
バ
ッ
チ
、
体
育
館
ス
ピ
ー

カ
ー
設
置
費
の
一
部
に
対
し
開
校
記

念
補
助
と
し
て
80
万
円
で
す
。

　

六
月
十
九
日
校
長
室
に
お
い
て
同

窓
会
長
よ
り
校
長
先
生
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

校
名
変
更
に
よ
る
新
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
で
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

◦
二
つ
の
も
の
が
一
緒
に
な
る
様
相

◦
二
つ
の
円
が
重
な
ろ
う
と
し
て
い
る
瞬
間

◦
一
つ
の
円
は
工
業
の
学
校
目
標
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
の
『
Ｏ
』、
も
う
一

つ
は
長
姫
の
頭
文
字
の
『
Ｏ
』

◦
斜
め
の
配
置
は
こ
の
二
つ
の
円
が
重
な
っ
て
未
来
に
向
か
っ
て

発
展
し
て
い
く
様

◦
中
央
に
走
る
線
と
小
円
は
光

◦
小
円
は
教
育
の
め
ざ
す
も
の
即
ち
、
人
格
形
成
と
学
問
の
探
求

　

飯
田
女
子
短
期
大
学 

教
諭　

北
野
敏
美

校
章
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

作詞・曲　羽場　仁志
虹 の 道 標
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森
町
下
市
田
を
含
む
直
径
５
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
円
を
提
示
。
有

力
候
補
だ
っ
た
座
光
寺
に
は
恒

川
遺
跡
群
が
あ
り
、
こ
れ
を
避

け
る
形
で
駅
と
路
線
を
ど
う
配

置
す
る
か
が
焦
点
と
な
っ
て
い

た
。

　

市
教
育
委
員
会
は
今
年
７
月
、

同
遺
跡
郡
の
一
部
の
国
史
跡
指

定
を
申
請
。
遺
跡
郡
の
範
囲
が

Ｊ
Ｒ
の
当
初
想
定
よ
り
も
広

が
っ
た
た
め
、
完
全
回
避
を
求

め
る
市
側
の
意
向
に
沿
い
路
線

の
位
置
を
遺
跡
郡
の
南
側
に
修

正
。
駅
部
は
座
光
寺
に
隣
接
す

る
上
郷
飯
沼
に
か
か
り
、
国
道

１
５
３
号
の
上
を
通
る
位
置
と

な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
、
県
双
方
の
関
係
者
は
、

信
濃
毎
日
新
聞
の
取
材
に
「
準

備
書
の
公

表
に
関
し

て
問
題
は

生
じ
て
い

な
い
」
と

述
べ
、
駅

位
置
を
め

ぐ
る
水
面

下
の
調
整

や
ア
セ
ス

の
調
査
な

グラウンド

テニスコートテニスコート

部室

部室

大体育館

機械科棟 電気科棟

土木・
　　　建築科棟

商業科・
　　　　混合教室棟

管理棟

施工実習棟

育友会館育友会館

便所 部室（北）
校門

西門弓
道
部

芸
術
科
棟

小
体
育
館

プ
ー
ル

校　舎　配　置　図

　
Ｊ
Ｒ
東
海
は
11
年
８

月
、
県
内
駅
の
位
置
案

と
し
て
飯
田
市
座
光
寺

付
近
か
ら
下
伊
那
郡
高

だよりだより郷

ど
が
順
調
に
進
ん
だ
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

　

地
上
に
高
架
で
設
け
る
駅
部

は
４
線
と
二
つ
の
ホ
ー
ム
が
あ

り
、
幅
は
約
50
メ
ー
ト
ル
。
駅

部
以
外
の
路
線
幅
は
地
上
区
間

の
標
準
的
な
高
架
部
分
で
約
14

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。
駅

部
の
用
地
と
地
上
区
間
の
路
線

部
両
脇
４
メ
ー
ト
ル
を
含
む
幅

22
メ
ー
ト
ル
程
度
の
用
地
は
、

全
線
に
わ

た
り
Ｊ
Ｒ

が
取
得
す

る
予
定
。

駅
、
路
線

の
建
設
費

は
Ｊ
Ｒ
が

負
担
す
る

が
、
駅
周

辺
の
駅
前

広
場
や
駐

車
場
な
ど

は
地
元
行

政
が
整
備

す
る
こ
と

に
な
る
。

　

県
内
リ

ニ
ア
駅
と

飯
田
線
と

の
乗
り
換
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平成 26年度

定期総会予告

　

飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
等
学

校
同
窓
会
が
発
足
し
、
併
せ
て
、

記
念
す
べ
き
同
窓
会
報
「
虹
の

道
標
」
が
創
刊
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
温

故
の
気
持
ち
と
と
も
に
、
新
し

い
歴
史
を
築
く
歩
み
を
始
め
ま

し
た
。

　

新
し
い
校
歌
の
一
節
に
は

『
心
に
一
粒
の
種
。
大
切
に
育

て
て
行
こ
う
』
と
謳
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も

と
、
会
報
「
虹
の
道
標
」
を
大

切
に
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

同
窓
会
報
と
い
う
一
粒
の
種

が
、
会
員
共
通
の
心
を
育
み
、

大
輪
を
咲
か
す
ま
で
。（

Ｗ
・
Ｋ
）

編
集
後
記

同窓会の統合によりホームページも新しく「飯田OIDE長姫高等学校同窓会」となりました。
アドレスは下記のとおりです。

◆飯田OIDE長姫高等学校同窓会ホームページアドレス

http://iida-oide-osahime-reunion.com
TEL&FAX　0265 ｰ 52 ｰ 2255　　　　　

同窓会ホームページアドレス

⃝

平
成
二
十
六
年
六
月
七
日
（
土
）

　
午
後
三
時
よ
り

⃝

会
場
　
⃝
講
演
・
講
師
　

　
詳
細
は
追
っ
て
通
知

❖
飯
伊
地
区
は
地
元
新
聞
広
告
、
全
国
へ
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

❖
多
数
の
同
窓
生
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　同窓会費の納入についてご協力いただき感謝申し上げます。
　今年度より飯田工業高等学校と飯田長姫高等学校の統合により、同窓
会も統合し新しく発足しました。維持会費につきましては例年どおり年
間 1,000 円をお願いすることになっております。この会費は母校の授
業支援・クラブ活動支援をするための助成金・会員相互の親睦・会報の
発行等に使用させていただいております。個々に会報を送付している会
員の皆様には到着後早期にご送金をお願いいたします。
　各支部においては会報を届けていただいて集金をお願いいたします。
　なお、本年度より満 80 歳以上の会員の皆様は会費が免除となります。

維持会費納入のお願い

題
字
「
虹
の
道
標
」

　

大
平 

巌
（
嶽
仙
）
氏
に
揮
毫
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在　

天
竜
村
村
長
（
長
姫
高 

第
５
回
卒
）

同
窓
会
報
第
一
号
発
刊
に
当
り
、
会
報
委
員
会
で
検
討
し
役

員
会
の
了
解
を
得
て
、母
校
校
歌
の
タ
イ
ト
ル
「
虹
の
道
標
」

を
会
報
の
題
字
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

え
を
考
慮
し
、
元
善
光
寺
駅
と

伊
那
上
郷
駅
の
間
に
新
駅
を
設

置
す
る
構
想
の
調
整
も
本
格
化

す
る
見
通
し
。
Ｊ
Ｒ
は
公
表
後
、

住
民
ら
を
対
象
と
す
る
準
備
書

の
説
明
会
を
沿
線
市
町
村
の
複

数
箇
所
で
開
く
予
定
で
、
県
内

で
も
県
や
関
係
自

治
体
、
住
民
、
経

済
界
を
巻
き
込
ん

だ
ま
ち
づ
く
り
や

ア
ク
セ
ス
交
通
の

あ
り
方
の
論
議
が

活
発
化
し
そ
う
だ
。

提供：飯田商工会議所・信濃毎日新聞


